
  
 

平成 24 年 7 月 26 日 
報道関係各位 

株式会社オリエンタルコンサルタンツ 
代表取締役社長  野崎 秀則     

「地震対策型段差抑制工」 
～適用拡大に向けた共同開発～ 

 
㈱オリエンタルコンサルタンツは、中央大学研究開発機構、㈱ＮＩＰＰＯ、前田工繊㈱による開

発工法（地震対策型段差抑制工）の適用拡大に向けて、採用が難しかった橋台や土被りの浅いボッ

クスカルバートでも使用できる構造について、産学連携による共同開発を行いました。 
 
■ 地震時の交通機能確保における現状と課題 
１． 橋台背面土工部の段差（沈下） 
 H23 東日本大震災では、橋台背面側の土工部において大きな沈下が発生しました。これにより、

橋梁は耐震性が発揮されたものの、土工部に大きな段差が発生し交通が遮断されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２． ボックスカルバート背面土工部の段差（沈下） 
 ボックスカルバート背面土工部では、ボックス区間より大きな沈下が発生しました。これにより、

道路舗装面に段差が発生し、交通の遮断や低下が生じました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■ 土工部の沈下対策「地震対策型段差抑制工」の提案 
橋台・ボックスカルバートと接続する土工部の沈下対策として、「地震対策型段差抑制工」を設置

し、地震時における道路防災・道路交通確保を行うことを提案します。 
 

橋梁：沈下なし 

土工部：大きく沈下 
H23 東日本大震災 茨城県水戸市の被災例 

H23 東日本大震災 宮城県大郷町の被災例 土工部：沈下大きい、段差発生

ボックスカルバート区間：沈下小さい



■ 「地震対策型段差抑制工」の構造・仕様の紹介 
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